
2024年になりました。本年もよろしくお願いいたします。
年末になると「今年の漢字」が発表されますが、今年、予想される
出来事を「緊」の漢字一文字でまとめてみました。

　年明けからは、受験シーズンも本格化します。年末を待たずとも、すでに「緊」張感の続く毎日を送っている受験生・ご家族の方も
多くいらっしゃると思います。私が受験生の時は、本番の緊張を少しでも和らげるために、受験直前はあえて本番の時間帯に合わせ
て朝起きて、同一教科の問題を解いたりしていました。受験生の皆さんが本番でしっかりと実力を発揮され、希望の進学先に進める
ことを祈っています。体調管理に気をつけて、頑張ってください！

　ウクライナやパレスチナ・ガザなど国
際情勢が緊迫する中、台湾総統選・ロシ
ア大統領選・インドや韓国での総選挙・
米国大統領選が予定されています。選
挙結果によっては、更に緊迫感が高まる
可能性もある1年です。
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3児の父

神奈川県出身
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まるた こう一郎

まるた こう一郎に参加してほしい、意見を
聞いてみたい、などございましたらお気軽に
お問い合わせください！

未来をつくる即戦力

まるたこう一郎こう一郎

大和駅での清掃活動 毎日の街頭活動 綾西バザールに参加

年頭にあたって

こんにちは！まるた こう一郎（丸田 康一郎）です。自民党神奈川県第13区支部長として、
横浜市瀬谷区・大和市・綾瀬市で活動しています。

まるた こう一郎 通信 第４号
MARUTA KOICHIRO TSUSHIN

神奈川県第13区支部長（横浜市瀬谷区、大和市、綾瀬市）衆議院 

迫する国際情勢緊 密な国際連携緊

張感あふれるスポーツの祭典緊

　昨年の広島に続き、6月には、イタリ
アのプーリア州でG7サミットが開催さ
れます。経済・外交とも難しい局面の
中で、G7各国による緊
密な連携が求められる
年でもあります。

　憲法改正については、一部野党からも早期の発議を求める
声も上がっており、年内に議論が前に進む可能性があります。
注目されるのが、大規模な自然災害など
の対応を定める「緊急事態条項」です。

　7月から始まるパリのオリンピック・パラリンピックで
は、多くの「緊」張感あふれる競技に期待が高まりま
す。オリンピック史上初めての試みとして開催される、
一般参加者を対象としたマラソンなどにも注目です。

憲法改正で注目される 急事態条項緊

金融緩和政策の見直し

　すでに、米国FRBは、金利引き上げを複数
回見送り、2024年には、利下げに転換する
と見られています。我が国の金融政策につ
いても、長年続いた金融緩和政策の見直し
を予想する声が強まっています。

（緩→　　）緊



サラリーマン家庭で育つ、東京大学・コロンビア大学院卒。 ●2009年 経済
産業省へ入省。中小企業・エネルギー政策などに従事。 ●2021年 岸田政権発足
後、総理官邸では経済・教育・医療・介護政策等を担当。現在「全ての人が前向
きに挑戦できる社会」を目指し、活動中！　趣味：野球、ジョギング、カラオケ

丸田 康一郎 まるた こういちろう
プロフィール

PROFILE
子育て世代 ３児の父

TEL 046-264-5666 （ 平日9時 -17時 ）
Mail info@marutakoichiro.com
HP https://marutakoichiro.org

〒242-0016 
神奈川県 大和市 大和南 1-14-3 中丸ビル201

まるた こう一郎 事務所

公式LINE始めました！
友だち募集中！

ボランティア募集中！
できるだけ多くの方に「まるた こう一郎」通信を読ん
で頂きたいと考えています。配布のご協力を頂ける方
は、事務所までぜひご連絡ください。

未来をつくる即戦力

まるた こう一郎の取り組み
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新神奈川13区【第5区から第13区へ移動】
横浜市瀬谷区

神奈川13区は
横浜市瀬谷区、
大和市、綾瀬市です。

公職選挙法の一部改正に伴い、
選挙区の区割りが
一部変更されました。

憲法改正の動向

自衛隊の位置付け

注目ニュース
Featured news

　自衛隊は、災害時の活動や国際貢献を通じて多くの国民から信頼され、必要とさ
れる存在となっています。しかし憲法に位置付けられていないため、未だに「違憲」と
する指摘が少なからず存在しています。 

新しい権利・教育機会の充実
　環境権・プライバシー・地方自治など、憲法制定時には、想定されていなかった、新しい理
念・権利を加えていく必要も生じています。また、人口減少・少子高齢化を食い止め、一人ひと
りの教育環境を充実する観点からは、教育機会の保障が求められますが、現憲法では、義務
教育の無償化をうたうものの、私学助成を禁ずるように解釈されうるものとなっています。

緊急事態への対応
　大規模な自然災害・戦争・テロなど緊急事態の発生が発生した場合に、仮に国会
が開けない状況では、法律の制定などができず対応が後手に回る可能性がありま
す。また、国会が開かれる場合でも、選挙の実施が難しい場合には、議員任期が切れ
れば、立法府としての対応が滞る可能性があります。
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　国民主権・基本的人権の尊重・平和主義を３原則とする日本国憲法は、1947年5月の
施行以来、一度も改正されていません。３原則を維持することについて、多くの国民に
異論はないものの、制定から75年以上が経ち、現実と現行憲法との乖離が指摘される
中、改憲論議の進展に注目が集まっています。

※写真はすべてイメージです

陸上自衛隊HPより引用

1985年7月生まれ／神奈川県出身／B型／蟹座

私はいずれの論点も、議論を深めていくべきものと考えています。皆さんはいかがでしょうか？
ぜひご意見をお聞かせください。
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